
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　精米機本体と、計量排出器を有する計量米びつとからなり、該計量米びつを上記精米機
本体のホッパー上に設置し 記計量排出器と精米機本体のホッパーとの間に再精米用の
米投入部を設

計量米びつ付き精米機。
【請求項２】
　上記投入口セットは、底面に開口を有する取付け枠と、その取付け枠に収納された引き
出し式の投入トレ－とからなり、該投入トレ－の底面に米投入用の開口を設けることによ
り前記の米投入部を形成したことを特徴とする請求項 記載の計量米びつ付き精米機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、計量米びつ付き精米機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般家庭において使用される精米機において、精米機本体のホッパー上に計量機能付きの
計量米びつを着脱自在に設置した計量米びつ付き精米機が従来から知られている（例えば
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、上
けてなる計量米びつ付き精米機において、上記計量米びつを上記精米機本体

のホッパー上に着脱自在に設置し、上記計量排出器の下部に前記の米投入部を有する投入
口セットと、米受けセットを取り替え可能に取付け、上記米受けセットを取付けることに
より上記計量米びつの単独使用を可能としたことを特徴とする

１に



、実開昭５６－１１８７２７号公報参照）。この精米機は、計量米びつに貯蔵した玄米を
所望量だけ計量して精米機のホッパーに落下させるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記の精米機において、一度精米した米の精米度が不足するときに再精米を行う場合は、
計量米びつ内の玄米と混合することを避けるために、計量米びつを精米機上から取り外し
て精米機に再精米用の米を投入しなければならない不便があった。
【０００４】
そこで、この発明は計量米びつを取り外すことなく再精米用の米を精米機に投入できるよ
うにすること、またそのような機能をもった計量米びつ付き精米機において、計量米びつ
と精米機を単独使用も可能であるようにすることを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　前記の課題を解決するために、この発明は、精米機本体と、計量排出器を有する計量米
びつとからなり、該計量米びつを上記精米機 のホッパー上に設置してなる計量米びつ
付き精米機において、上記計量排出器と精米機 ホッパーとの間に再精米用の米投入
部を設けた構成としたのである。
【０００６】
このように構成すると、通常の精米は、計量排出器を開放して所要量の玄米を計量米びつ
から精米機本体に投入する。また、一度精米した米を再精米するときは、精米機から排出
された精白米を再精米用の米投入部から精米機本体に戻し、再精米を行う。
【０００７】
また、前記の課題を解決するために、上記計量米びつを上記精米機本体のホッパー上に着
脱自在に設置し、上記計量排出器の下部に前記の米投入部を有する投入口セットと、米受
けセットを取り替え可能に取付け、上記米受けセットを取付けることにより上記計量米び
つの単独使用を可能とした構成をとることができる。
【０００８】
この構成によると、精米を行う際は計量米びつを精米機本体上に載置して行い、再精米の
必要が生じたときは、一度精米した米を投入口セットの米投入部から精米機本体内に戻す
。また、計量米びつと精米機本体をそれぞれ単独使用する場合は、計量米びつを精米機本
体から外し、かつ投入口セットを米受けセットに取り替える。単独使用される精米機本体
は、そのホッパーに玄米を直接投入して精米を行う。
【０００９】
なお、上記投入口セットは、底面に開口を有する取付け枠と、その取付け枠に収納された
引き出し式の投入トレーとからなり、該投入トレーの底面に米投入用の開口を設けること
により前記の米投入部を形成した構成をとることができる。再精米する際は、投入トレー
を外部に引き出して一度精米した米を投入し、その米投入用の開口を通じて精米機内に落
下させる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施形態を添付図面に基づいて説明する。図１に示すように、この計量
米びつ付き精米機は、精米機本体１と、その上に着脱自在に設置された計量米びつ２とか
らなる。
【００１１】
精米機本体１及び計量米びつ２は、幅面より側面が前後方向に長い偏平形状をなし、収納
空間の有効利用を考慮した形状になっている。精米機本体１は、前面上部に、運転のスタ
ート・ストップボタン３、精米度調整ダイヤル４を備え、下部の引き出し式の収納ケース
５の内部に米受け容器６、ぬか受け容器７が収納されている。図２に示すように、精米機
本体１のホッパー８の周りに計量米びつ２との嵌合用の段部１０が設けられる。また、精
米機本体１の内部においては、ホッパー８の下部に精米機構部９が設けられる。

10

20

30

40

50

(2) JP 3708416 B2 2005.10.19

本体
本体の



【００１２】
計量米びつ２は、上部に蓋１２（図１参照）が被せられ、内底部に計量排出器１３が設け
られる（図２参照）。その計量排出器１３の下部に投入口セット１４が着脱自在に取付け
られる。
【００１３】
投入口セット１４は、図５に示すように、取付け枠１５と、投入トレー１５’とからなる
。取付け枠１５は、左右の側壁１６、１６と後壁１７の３面を有し、各側壁１６、１６の
前端に左右に開放されたガイド壁１８、１８が設けられる。底面は各側壁１６、１６の前
端部下面相互を連結する底枠１９と、ほぼ中央部分を連結する連結桟２１とが設けられ、
後壁１７と連結桟２１の間に後部開口２２、連結桟２１と底枠１９の間に前部開口２３が
設けられる。各側壁１６、１６に長さ方向のガイド溝２４、２４が設けられる。また、各
側壁１６、１６の前端部上縁に係合爪２５、２５が設けられ、また、後壁１７にも係合爪
２６、２６が設けられる。
【００１４】
投入トレー１５’は、前壁２７の上部外面に指掛け部２８が設けられ、底面後部に米投入
用の開口２９が設けられる。投入トレー１５’の前壁２７の上部から開口２９の前縁に渡
る間の底壁が傾斜面３１になっている。また、両側壁３２、３２の前端部が前記の取付け
枠１５のガイド片１８、１８に沿うように左右に拡大されている。また、各側壁３２、３
２にスライド用の突起３３、３３が設けられる。この投入トレー１５’が再精米用の米投
入部を構成する。
【００１５】
上記の投入トレー１５’は前記の取付け枠１５の内部に収納され、両側壁３２、３２の突
起３３、３３を前記のガイド溝２４、２４に嵌合され（図５（ａ）（ｂ）参照）、引き出
し式に前後方向にスライド自在になっている（図５（ａ）の２点鎖線参照）。
【００１６】
なお、投入トレー１５’が自然にスライドすることを防止するために、ガイド溝２４、２
４に浅い凹所３０、３０を設け、前記の突起３３、３３をそれに軽く嵌めるようにしてい
る。
【００１７】
前記の計量排出器１３の底部には、上記投入口セット１４の係止爪２５、２６に対応した
係合凹所３４、３５が設けられ（図３参照）、これらを相互に係合することにより、投入
口セット１４は計量排出器１３の下部に着脱自在に取付けられる。
【００１８】
上記の投入口セット１４と取り替えられる米受けセット３６は、図７に示すように、有底
の取付け枠３７に米受けトレー３８を引き出し式（図の２点鎖線参照）に収納したもので
ある。取付け枠３７の両側壁と後壁にそれぞれ、前述の投入口セット１４と同様の係合爪
３９、３９及び４１、４１が設けられる。これらの係合爪３９、４１を前記の計量排出器
１３の下部の係合凹所３４、３５（図３参照）に係合することにより、計量排出器１３の
下部に着脱自在に取付けられる。
【００１９】
なお、計量排出器１３は、図８のように、孔付き固定シャッター４２の上部に計量升４３
を有する回転シャッター４４を回転自在に嵌合したものであり、回転シャッター４４の外
周面に取手４５が設けられる。
【００２０】
実施形態の計量米びつ付き精米機は以上のようなものであり、通常は、図１に示すように
、精米機本体１の上部に玄米を貯蔵した計量米びつ２を設置し、計量排出器１３の取手４
５を外部から操作して、回転シャッター４４を所定量回転させ、計量升４３内の玄米を所
定量排出させる。
【００２１】
投入口セット１４は、その投入トレー１５’が押し込まれた状態にあり、開口２９が取付
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け枠１５の後部開口２２に合致している（図２参照）。従って、計量排出器１３から排出
された玄米は、投入口セット１４を通過して精米機本体１のホッパー８に落下し、精米機
構部９に供給される。
【００２２】
　精米機構部９において精米された精白米は米受け容器６に排出され、ぬかはぬか受け容
器７に排出される。精米度は 調整ダイヤル４を操作することにより調整される。
米受け容器６に排出された精白米の精白度が不足する場合は、投入口セット１４の投入ト
レー１５’を引き出す（図２の２点鎖線参照）。これにより、投入トレー１５’の傾斜面
３１が外部に開放されるとともに、開口２９が取付け枠１５の前部開口２３に合致する。
その状態で、米受け容器６内の精白米を投入トレー１５’に投入する。
【００２３】
このとき、計量米びつ２内の玄米は、計量排出器１３により下方への落下が阻止されてい
るので、投入された精白米に玄米が混入することはない。投入された精白米は、適宜に調
整された精米度で再度精米される。
【００２４】
また、上記の計量米びつ２と精米機本体１とを分離して、それぞれ独立に使用する場合、
計量米びつ２においては、前記の投入口セット１４を外し、前述の米受けセット３６に付
け替える。米受けセット３６は、その係合爪３９、４１を計量排出器１３側の係合凹所３
４、３５に係合させる。これにより、計量米びつ２を通常の独立した計量米びつとして使
用でき、内部に貯蔵した白米その他の米を所定量米受けセット３６に排出させ、米受けト
レー３８により取り出すことができる。
【００２５】
一方、精米機本体１はそのホッパー８に玄米を直接投入することにより、通常の精米機と
して使用される。
【００２６】
【発明の効果】
以上のように、この発明によると、一度精米した米の精米度が不足する場合に、その米を
再精米用の投入部から投入できるので、計量米びつを取り外す必要がなく、また計量米び
つ内の玄米と混入することなく再精米ができる。
【００２７】
また、計量米びつに取付けられた投入口セットを米受けセットに取り替えることにより、
計量米びつとして単独使用ができる便利さがある。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の斜視図
【図２】同上の一部断面図
【図３】（ａ）同上の一部分解斜視図
（ｂ）（ｃ）同上の一部拡大断面図
【図４】同上の一部分解斜視図
【図５】（ａ）同上の投入口セットの断面図
（ｂ）（ａ）図のｂ－ｂ線の断面図
【図６】同上の投入口セットの分解斜視図
【図７】同上の米受けセットの斜視図
【図８】同上の計量排出器の分解斜視図
【符号の説明】
１　精米機本体
２　計量米びつ
３　スタート・ストップボタン
４　精米度調整ダイヤル
５　収納ケース
６　米受け容器
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７　ぬか受け容器
８　ホッパー
９　精米機構部
１０　段部
１２　蓋
１３　計量排出器
１４　投入口セット
１５　取付け枠
１５’　投入トレー
１６　側壁
１７　後壁
１８　ガイド壁
１９　底枠
２１　連結桟
２２　後部開口
２３　前部開口
２４　ガイド溝
２５　係合爪
２６　係合爪
２７　前壁
２８　指掛け部
２９　開口
３０　凹所
３１　傾斜面
３２　側壁
３３　突起
３４　係合凹所
３５　係合凹所
３６　米受けセット
３７　取付け枠
３８　米受けトレー
３９　係合爪
４１　係合爪
４２　固定シャッター
４３　計量升
４４　回転シャッター
４５　取手
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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